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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成29年11月30日(2017.11.30)

【公開番号】特開2015-127393(P2015-127393A)
【公開日】平成27年7月9日(2015.7.9)
【年通号数】公開・登録公報2015-044
【出願番号】特願2014-227258(P2014-227258)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｌ  25/04     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   5/523    (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  21/12     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  67/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  55/02     (2006.01)
   Ｂ２９Ｃ  47/00     (2006.01)
   Ｂ２９Ｋ  25/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｌ   25/04     　　　　
   Ｃ０８Ｋ    5/523    　　　　
   Ｃ０９Ｋ   21/12     　　　　
   Ｃ０８Ｌ   67/00     　　　　
   Ｃ０８Ｌ   55/02     　　　　
   Ｂ２９Ｃ   47/00     　　　　
   Ｂ２９Ｋ   25:00     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成29年10月16日(2017.10.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下記一般式（１）で示される難燃化合物と、ポリアルキレンフランジカルボキシレート
とを有する難燃組成物であって、
　前記難燃化合物の含有量が、前記難燃化合物の重量とポリアルキレンフランジカルボキ
シレートとの合計を１００重量％とした場合、７重量％以上１５重量％以下であることを
特徴とする難燃組成物。

【化１】
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　　　　　　　　　　　　　（１）
　一般式（１）において、Ｒ１乃至Ｒ３は、アルキル基である。Ｒ１乃至Ｒ３はそれぞれ
同じでも異なってもよい。
【請求項２】
　前記Ｒ１乃至Ｒ３は、炭素原子数１以上８以下のアルキル基である請求項１に記載の難
燃組成物。
【請求項３】
　前記Ｒ１乃至Ｒ３は、炭素原子数１以上４以下のアルキル基である請求項１または２に
記載の難燃組成物。
【請求項４】
　前記Ｒ１乃至Ｒ３は、いずれもメチル基である請求項１乃至３のいずれか一項に記載の
難燃組成物。
【請求項５】
　前記ポリアルキレンフランジカルボキシレートは、ポリエチレンフランジカルボキシレ
ートである請求項１乃至４のいずれか一項に記載の難燃組成物。
【請求項６】
　前記ポリアルキレンフランジカルボキシレートの重合度が１８５以上６００以下である
請求項１乃至５のいずれか一項に記載の難燃組成物。
【請求項７】
　請求項１乃至６のいずれか一項に記載の難燃組成物を有することを特徴とする成形体。
【請求項８】
　ＵＬ９４規格におけるＶ試験が、Ｖ－２以上である請求項７に記載の成形体。
【請求項９】
　ＵＬ９４規格におけるＶ試験が、Ｖ－０である請求項８に記載の成形体。
【請求項１０】
　光源と、感光体とを有する電子写真方式の画像形成装置であって、
　前記感光体を収容する筐体を有し、
　前記筐体が請求項７乃至９のいずれか一項に記載の成形体であることを特徴とする画像
形成装置。
【請求項１１】
　下記一般式（１）で示される難燃化合物と、ポリアルキレンフランジカルボキシレート
とを有する難燃組成物の製造方法であって、
　前記難燃化合物は、前記難燃化合物の重量と前記ポリアルキレンフランジカルボキシレ
ートの重量との合計を１００重量％とした場合、７重量％以上１５重量％以下となるよう
に添加することを特徴とする難燃組成物の製造方法。
【化２】

　　　　　　　　　　　　（１）
　一般式（１）において、Ｒ１乃至Ｒ３は、アルキル基である。Ｒ１乃至Ｒ３はそれぞれ
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同じでも異なってもよい。
【請求項１２】
　請求項１１に記載の難燃組成物の製造方法により得られた難燃組成物を用意し、
　前記難燃組成物を成形する成形工程を有することを特徴とする成形体の製造方法。
【請求項１３】
　前記成形工程は、押出成形または射出成形である請求項１２に記載の成形体の製造方法
。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　本発明は、下記一般式（１）で示される難燃化合物と、ポリアルキレンフランジカルボ
キシレートと、を有する難燃組成物であって、前記難燃化合物の含有量が、前記難燃化合
物と前記ポリアルキレンフランジカルボキシレートとの合計の重量を１００重量％とした
場合、７重量％以上１５重量％以下であることを特徴とする難燃組成物を提供する。
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